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239　　　 周 閉経期に おける卵胞刺激ホ ル モ ン ，

オ ス テ オ カ ル シ ン お よ び腰椎骨密度の 変化

一
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240　　　 Estrogenの 変化 に 伴 う骨代 謝 の変化

に は 、 血 清1Iiterleukin　6ue度 で は な く、
Se 】uble

hlterleukin　6　Receptor濃度が相関する
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【凵的】卵巣機能 の 低下が そ の 主 要因 で あ る周閉

経期 に お け る 急速 な 骨 量減少 の 基 点お よ び そ の 過

程 と血中FSH値 との 闥係 を明 らか に する こ と，

【方法 】対象は地域住民490名で閉経 前 女性 174名 ，

自然閉経後女性 263名 ，子宮由萄出後 卵巣温 存女性 53

名で あ っ た．全員に DXA法に て 腰椎骨密度（1．2−・t：

BMD）の 測定を行 い
， 同時 に 血 中FSII値 osteocalcin

（OC）値 を調べ た， こ の うち の 174名 に 対 し ，
上年 後

に 同様 な検査 を再度施行した ． 【成績】（1）加齢と

FSII： 45歳ま で は 20mlUfmlbk
．
ドで 推移 して い た が，

46 −55歳 ま で の 10年間 で直線的 な増 加 を示 した後，

平均で 85rnlU！m ］の ピ・・ク値に 達 し横這 い とな っ た．

（2）腰椎 骨密度 と FSII： FSHの 値を10mlU／ml ごとに 群

別す る と20mlU／m1 以下 の 群 では L2−4 ：BMDは lg／cm2

以 ヒを示 した． こ れ に 対し20−30．3Q．−40．4050mIU

／ml で は，そ れぞれ
一3％，−12％，．16％の 減少を示 し，

50皿 IUI皿1以上で は
一16痂町後の 減少で あ っ た，（3）

OCとFSII　l　OCは FSHが 30mlU畑 1未満 で は FSIIの 上昇

ととも に 緩徐 に 増加 （5 ．0→ 6．3ng〆ml ）した が ，30

40mlU〆ml で は 7．9ng／ml へ 急増 した，50　mlU ！mlまで

は さ らに 軽度 ［iYtし 以後 平均8．7ng！ml で 変動は 認

め られ なか っ た，（4）骨密度年間変化率とFSH ： 初

同測定時の FSITの 値に よ り骨 量 の 変化率 に 違 い が あ

るか 検討し た．FSII：20mlU／mli ／／
．．
ドの 変 化率は O，1

％で あ っ た が，20−70mlU／ml で は 1年間に ．．2．0％〜

−3．5％の 著 しい 減少を 示 し た ，70mlU／ml 以 ヒで は 平

均 で
．1％の 減少 に と ど ま っ た ．　【結論】FSHの 値は

鋭敏に 骨代謝回 転お よ び骨 鼠の 変化 を反映す る こ

とを明 らか に した．FSH：20mlU／ml 以下 で は 低回転

型高骨密度 を，20−J「OmlU／m1 で は高 回転型 へ の 移 行

と 骨量減少 を示 し た が ，80mIU／ml 以 上 で は 骨代謝

動態の 把握に は ：貢献し て い なか っ た．

目的 ： Interleukin　6σL6）は e甜 oge 砥 下 に伴う骨代

謝 の 変化 に 関与する重 要な因子で ある が、血 中

IL−6濃度 と骨代謝 マ
ー

カ
ー

の 間 に 相 関がな く、作

用機序は不 明 な点が多い 。
Solub且e　inlerleukin　6

1eceptor（slL −6R ）は 血中 に 存在 し、骨代謝 に 関与 す

る報告 もあ る。そ こ で、血 中IL−6，　sllr6Rue 度 と

骨代謝 マ ーカーとの 関係 を 検討 し た。方法 ：健 康

な婦人 151例 （閉経前65 、閉経周辺期35、閉経後

51）とhormone　replaoeent　therapy（HRI）施行 22例の

閉経後骨塩減少例 で E
，，E ， ，

Ca，　P ，
　N −P，Osteoca】cin ，

N −temm　inal　 ostcoca】Cin，　 intaCt　 osteocalcin，Urinary

pyridino】ine．　 deoxypyridi皿olinq 　Ca，　P，　creatinine，

caleitonin，　 intaCt　 pm を測 定 した 。血清 1レ 6は

Shin重aniら の 方 法、　 slL −6Rは EL【SA 法 に よ り測定

した。成績 ；血清1レ 6濃度は閉経前、閉経周辺期、

閉経後で 有為な変化 を認めなか っ た 。

一
方血清

s【L−6Ree 度は 閉経後 に 有為 に 増 加 したΦく0．01）。

血 清 s【レ 6R 濃 度 は osteocalcin （r・0．47，　 pく 0．01），

der）xyryridineline　（r＝0．387　，Pく0．Ol），　pyridinoline

（r＝0．366，P く0、01）と有為に相関したが 、 血清IL−6

濃度は骨 代謝 マ
ーカ ー

と有為相関が な か っ た 。

HRT に よ り血清 slレ6R 濃度 は有 為 に 低下 したが

（p＜ O．OIX 血澗 レ 6濃度に有為な変化を認めなか っ

た 。 血清 sIL ・6R 濃 度 の 変 化率 は E
，の 変化率

（r＝−O．391，pく 0．01），E2の 変化 率（r＝
−O．236，　p ＜0．01）と

有為に 相関した。考察 ：血清slレ 6R濃度が閉経後

の 骨代謝回転亢進時期に 上昇 し、骨代謝マ ーカ ー

と相関 した こ と、更 に ホ ル モ ン補充療法 に よ り

低下 し た こ と 、
【1！6は estrogen の 血中濃度が変化

して も有為 な変動がな か っ た こ とか ら、estrogen

の 変化 に伴う骨代謝 の 変 化 に は血 清IL6 よ りも

slL6 が関与 して い る 可能性が高 い 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


